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An Introduction to Functional Linguistics: 
Goal-mean models in language use 
 




















function、context of situation 
 



























章では、プラーグ学派の Bühler と Jakobson が考案したそれぞれのコミュニケーション理論、
ロンドン学派の Malinowski が文化人類学の研究（現地での調査）を通じて発見し、自らの造
語で表現した context of situation という概念、そして、その概念を社会学的な視点と融合させ
ることによって、言語学の目的を「意味の叙述」と定めた Firth の言語観に限られる。 













二種類の「コミュニケーション理論」、ロンドン学派の「context of situation という概念」、
そして、現代意味論の萌芽期までである。これらはすべて、Saussure（1916）から始まった。 
 




























































言語記号が実質を伴い、parole として顕現したものであると捉えることができる 8)。 
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Saussure は、個別的な要素が多いことを理由に、言語学の研究対象から parole を除外し、
langue の構造を記述することに限定してしまう。しかし、langue は概念的な実質を伴わない
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                             ＜叙述機能＞ 





             ＜表出機能＞                                  ＜呼びかけ機能＞ 
      送り手                                                           受け手 
（送信者）                                                        （受信者） 
1st person                                                          2nd person 
（興津 1976, pp.95-96, pp.203-204、Jakobson 1987, p.68 より） 
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るとは思えなかった。そこで、Bühler は、言語使用の場面における三要素にそれぞれの機能
を付与する「機関」の役割として、Saussure の langue を関連づけたのではないか。 








…that Bühler is not attempting to explain the nature of the linguistic system in functional terms.  
He is using language to investigate something else.  His interest is, if you like, 
psycholinguistics; …I would consider both these views entirely valid in terms of their own 
purposes. 






langue と parole を取り込んだと考えることもできるということを見落としてはならない。 
 
2.2.2 Jakobsonのコミュニケーション理論：日常言語の研究 










例として、‘Are you listening ?’ や ‘Um-hum!’ などを挙げることができる。 
 




話し手                    メッセージ                    聞き手 







（Jakobson 1987, pp.65-71 より） 











(1)  Beans Means Heinz. 






間母音（/ai/）によって期待が裏切られる。このように pattern-making と pattern-breaking によ
って、Heinz という語は注目され、そこに「宣伝・広告の効果」が生じるのである。 
例文(2)は、印字の工夫（或いは、表記法）により、慣習的な表現（‘so far, so good’）の音と
指示対象（sofa）の意味が関連づけられている。その結果、文字通り、意味のレベルにおい








No doubt, for any speech community, for any speaker, there exists a unity of language, but this 
over-all code represents a system of interconnected subcodes; every language encompasses 
several concurrent patterns, each characterized by different functions. 
（Jakobson 1987, p.65） 
 
どの言語を取り上げても、それが用いられている地域ごとに音、語彙、文法の違いがある










過程において、そこに関与する人間相互の協力が関連していると Jakobson は指摘する。 
 
…要するに、問題の共通（言）語が、同一民族の諸方言 parlers を結ぼうとする方言間言
語 langue interdialectale であろうと、民族間交易に資する混合言語 langue mixte であろう
と、それはどうでもよいことである。「相手」のように話そうという志向は母語の境界
に制御されない。 
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Although we distinguish six basic aspects of language, we could, however, hardly find verbal 
messages that would fulfill only one function.  The diversity lies not in a monopoly of some one 
of these several functions but in a different hierarchical order of functions. 
（Jakobson 1987, p.66） 
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In the structure of sentences, an extreme simplicity hides a good deal of expressiveness, often 
achieved by means of position and context.  … the use of metaphor, the beginnings of 
abstraction, of generalization and a vagueness associated with extreme concreteness of 
expression ―― all these features baffle any attempt at a simple and direct translation. 
(Malinowski 1923, p.300) 
 
Malinowski は、単純な構造の文が意味のわかる単語でできていたとしても、その言語表現
には特別な感情的色彩（a specific emotional tinges）があるので、民族的な心理の背景と対照
させなければ十分には理解できないと指摘する。 
 
Instead of translating, of inserting simply an English word of a native one, we are faced by a long 
and not altogether simple process of describing wide fields of custom, of social psychology and 
of tribal organization which correspond to one term or another.  
(ibid, pp.301-302) 
 
一例として、Malinowski が Kiriwinian を英訳し、その解釈がいかに困難なものであるかを
紹介しているので、その日本語訳を試みる。 
 
Trobriand ： Tasakaulo kaymatama yakida; 
English  ： We run front-wood ourselves; 
 ： tawoulo ovanu;  
 ： we paddle in place;  
 ： tasivila tagine soda; 
 ： we turn we see companion ours; 
 ： isakaulo ka’u’uya  
 ： he runs rear-wood  
 ： oluvieki similaveta Pilolu 
 ： behind their sea-arm Pilolu 


















言い表すため、Malinowski は「context of situation」というフレーズを自ら造り、意味を理解
する過程において、どれだけ「場の脈略」が重要であるかを主張している。 
 
He found that to understand the meaning of what was said, it was necessary to possess some 
knowledge of the cultural characteristics of Trobriand society, as reflected in the context of 
situation in which particular types of utterances were typically produced, and which were 
themselves regarded as embedded in the context of culture. 







Up to that time, the word ‘context’ in English had meant ‘co-text’; that is to say, the words and 
the sentences before and after the particular sentence that one was looking at.  Malinowski 
needed a term that expressed the total environment, including the verbal environment, but also 
including the situation in which the text was uttered.…By context of situation, he meant the 
environment of the text. 
（Halliday and Hassan 1989, p.6） 
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な意味での context of situation」である。 
 
…Malinowski observed many occasions when in the evenings the members of the group would 
gather around and listen to stories.  Like most narratives, these stories were not related directly 
to the immediate situation in which they were told. As far as the subject-matter was concerned, it 
was irrelevant whether they were told in the morning or in the evening, outside or inside, or what 






















Malinowski は context of situation（場の脈絡）という概念を、話し手の周囲にある事情や、






…Firth found that Malinowski’s conception of the context of situation was not quite adequate for 
the purpose of a linguistic theory, because it was not yet general enough. 
（Halliday and Hassan 1989, p.8） 
 





表 1 Firthによる「意味理解」のモデル 
 
1 会話の参与者 社会学で言うところの、参与者の地位や社会的役割 
2 参与者の活動 言語的・非言語的活動 
3 その状況に関連する特徴 周辺にあるものや、そこで起こっていること 
4 言語使用による効果  会話の場で起こった変化、結論 














機能主義言語学入門～言語使用の目的と手段～  髙野 秀之  101 




るのは 1980 年代になってからのことである。 
 
3 考 察 
 


























理論構築の段階で Saussure は parole を言語学の研究対象から除外してしまい、その結果、





















































研究する必要から、程度の差こそあれ、その基軸を langue から parole へ拡張させていった。
結果として、langue は「静的で単一の体系」としての側面にとどまらず、「動的で、重層構
造を成す可変的な体系」としての姿を見せ始める。また、context の中で文化的・社会的な機
能を担う意味のまとまりとしての parole は text と等価値になり、実際の言語使用によって顕
現した text を meaningful（and/or functional）なものにする context への関心から、ジャンル分
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注 
1)  単なる先行研究ではなく、同時代における研究のモデルとなるもの。即ち、パラダイム。 
2)  Saussure の記号論については、拙稿、髙野（2010）に基づいている。 
3)  Saussure の『講義』は彼自身の手で著されたものではなく、彼の講義を受けた数名の弟子たちが自
分たちのノートをもとに出版したものであった。『講義』の成立事情は、丸山（2008）、髙野（2010）
を参照。 







7)  個別言語を想起されるために用いた記号の体系が、フランス語では形式（une forme）と表現されて
いる。そのため、「意味」の対立概念である「表現形式」と混同され、誤解を招くことがある。 cf. 












11) Halliday（1978）からの引用は、前段が Bühler（1934 年出版のドイツ語版）に限定されたものであ




語形があり、…呼格で表現されていたからである。（石橋 編 1973, p.41） 






15)  G は Gestalt を表している。 
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